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研究成果の概要（和文）：研究代表者らは，ニューラルネットおよび知識処理により学習者のタイプ分けによ
る，知財教育の導入段階における学習支援ツールの開発を行っている。学習者のタイプは答案構成に沿って，解
答中に現れるキーフレーズの有無および順序を構造的に解析することにより判別可能である。本研究の目的は，
キーワード及びキーフレーズの定着に着目した個別指導が可能な多肢選択式オンラインテストを用いて，知財教
育における論述支援を図ることである。特許法・著作権法の基礎的な論述問題等について，学習者の理解度タイ
プの判別を行い，得られた研究成果を精査し，その一部を学会での口頭発表あるいは学術論文で誌上発表した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examine the design and implementation of an e-learning 
system to support intellectual-property (IP) education. The system consists of three functions: 
examination of online test using categorized questions, measurement of four academic skills of 
learners, and classification of learner’s understanding to recommend suitable learning contents for
 the learner. In addition, we implement a learning support system using classification of learners 
according to their type of learners' comprehension on IP education. The proposed system has an 
automatic recommendation function of learning contents. In order to support automatically, we use 
unsupervised classification method such as SOM. In order to support recommendation of suitable 
learning contents, we examine knowledge-based method for revising misclassification on learners' 
comprehension.

研究分野： 教育工学／学習支援
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で取り組む，キーワードの抜け方に基づいた学習者の理解度タイプを判別する方法は，研究代表者らによ
る実践指導において把握されたものであり，さらに指導ノウハウをルール化した個別指導による学修支援は法律
学習の分野では特に新規性が高い。提案手法を答案構成の構造解析に応用し，論述力育成を図る研究は，学術的
独自性及び創造性を有するといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
一般的な知財教育では，法律系特有のキーワードやキーフレーズを適切に用いる能力が求め

られる。自分勝手な解釈で法律用語を使用すると，思わぬトラブルを招くことになるからである。
一方，学習者は，用語の定義や制度趣旨などの知識獲得をしてから，具体的な論述問題に取り組
むこととなる。論述力を向上させるには答案構成の典型パターンをマスターしてから応用問題
に取り掛かるのが最良の学習法である。法律文書の構造解析について国内で類似の研究がある
が，法律学習における論述支援への応用例は報告されていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，論述問題における答案構成におけるミスの類型は学習者の理解度によって

異なるという問題点に対して，研究代表者らがこれまでに実践してきた指導ノウハウをルール
化し，学習者の理解度に応じた個別指導により論述を支援することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 論述問題の類型化 
本研究では，先行研究で構築した暗記支援システムを応用し，学習者の理解度タイプに応じた

論述支援システムを構築する。先行研究では，用語の定義などを暗記する際，空所補充問題にお
けるキーワードの定着に着目することで学習者の理解度を判別した。また，これまでの実践指導
をベースに，表１に示されるように，問題の類型別に学修者の起こしやすいミスの例を類型化す
る。答案構成に沿って，解答中に現れるキーフレーズの有無および順序を構造的に解析すること
により，これらのタイプを判別する。 
 

表１ 論述問題の類型と間違いの例 
問題の類型 類型の説明および間違いの例 
条文番号 根拠条文を挙げる際、正確な条文番号（条、項、号）を答えられない。 
紛らわしい 主体要件（出願人、特許権者、何人）など、紛らわしい用語を正確に答えら

れない。 
理解を問う 制度趣旨など、キーワードおよびキーフレーズを用いて、正確に答えられな

い。 
 
(2) ルールベースを用いた論述支援 
先行研究を応用し，表２に示される３段階のフェーズで論述支援システムの構築を行う。具体

的には，学生の理解度に応じた指導ノウハウのルール化と論述支援の３段階のフェーズについ
て、（１）論述問題の類型別間違い履歴に基づく理解度タイプ判別機構、（２）理解度タイプ別指
導ノウハウのルール化および指導案の決定支援（ルールベース推論）機構、（３）理解度タイプ
と指導ルールに基づく論述支援機構を開発する。 
 

表２ 学生の理解度に応じた指導ノウハウのルール化と論述支援のフェーズ 

フェーズ 論述支援の概要 

序盤 答案構成の構造解析による理解度タイプの類型化 
中盤 理解度タイプ別指導ノウハウのルール化 
終盤 提案システムによる論述の支援および評価 

 
 
４．研究成果 
 
(1) 理解度タイプの自動判別 
 本研究で提案する，論述問題の類型別間違い履歴に基づく理解度タイプ判別機構の流れを図 1
に示す。 
 研究代表らは，過去の研究において，指導者の経験に基づいた学習者のタイプ分けルールベー
スを構築し，個別指導に有効であることを示した。先行研究では，多肢選択問題から学習者の「4 



図1 理解度タイプ判別の流れ 
 
つの学力」を抽出し，理解度のタイプ分けを行なっていた[1]。本研究では，処理の流れをシン
プルにするため，学力の抽出機構を省略し，多肢選択問題の解答から理解度タイプを判別するこ
ととする。 
 
 
(2) 理解度タイプ別指導案の決定支援（ルールベース推論）機構の開発 
実際の授業科目の受講生を対象に提案システムの評価実験を行う。論述問題は，Moodle の小

テスト機能にある「空所補充」形式で出題する。論述に必要なキーワード及びキーフレーズを空
所に埋めることで，正確な論述が出来ているかを評価する。自己組織化マップを用いて，受講者
33 名の理解度タイプを 5 種類（1:基礎力不足，2:うっかり型，3:条文番号苦手，4:理解できて
いる，5:成績優秀者）に分類した結果を図 2 に示す。3×3 サイズのヘキサグリッドを用いるこ
ととする。 
 

 
図 2 学習者の理解度タイプ分け結果 
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